
２００７年５月１３日 主日礼拝    
 

司  会  ①菅兄                                                  ②新田兄      ③鷲沢兄 

奏  楽 

祈  祷         ①水間兄             ②勝野兄           ③高木兄 

 

賛  美    聖歌３５３番  （感謝しつつ主の門に） 

                           （たたえよ全能の神を） 

使徒信条 

主の祈り                          

聖  書         ①                             ヨハネによる福音書１９章２５～３０節 

                                                                  ②③  マタイによる福音書７章１～７節 
 

 

音  楽         ①                            グリーンヒルズ 

                                                                     ②③  スーザン･シュー姉 

 

メッセージ            ①                 ｢母の涙｣  柴田順一副牧師 

      ②③ ｢犬も豚も変えられます」  大川従道牧師 

 
賛  美    讃美歌５１０番 （献金） 

頌  栄     

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 本日は「母の日」です。お母さん！ありがとう         ! !祝福を祈ります。 

・ 本日､入門Ⅱ､ドルカス会､ＳＳ主任､ＧＭ､ＹＹタイム（森１２：３０）あり。 

・ 「青年礼拝」（Ｊ・ＰＬＵＳ）は２時から。説教は坪井エイシロー師。 

 

・ 今週の祈祷会には、オーストラリアからヤング宣教師が来られます。 

・ 福音礼拝は､火曜昼２時～３時。説教は倉知ケイ師。 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は山本トキオ師。 

・ 英語礼拝は､新時刻。土曜夜６時５０分～８時。説教はChuck Smith師（V・FMラジオ） 

・ 土曜スクールは、土曜朝９時半から。森チャペル。（子どもの特別集会です） 

・ 来週は米国から「ツーテナーズ」。第２と第３と青年礼拝に出演。ご期待下さい！ 
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石の枕  
 

      ―――天国の特別な子供――― 

 会議が開かれました   地球からはるか遠くで 

 また次の赤ちゃんの誕生の時間ですよ 

 天においでになる神様に向かって  天使たちは言いました 

 この子は特別な赤ちゃんで  たくさんの愛情が必要でしょう 

 この子の成長はとてもゆっくりに 見えるかもしれません 

 もしかして一人前になれないかもしれません 

  だからこの子は下界で出会う人々に とくに気をつけてほしいのです 

 もしかして この子の思うことは中々分かってもらえないかもしれません 

 何をやってもうまくいかないかもしれません 

 ですから私たちはこの子がどこに生れるか 注意深く選ばねばなりません 

 この子の生涯がしあわせなものとなるように 

 どうぞ神様 この子のためにすばらしい両親をさがしてあげてください 

 神様のために 特別な任務を引き受けてくれるような両親を 

 その二人はすぐには気づかないかもしれません 

 彼ら二人が自分たちに求められている特別な役割を 

  けれども天から授けられたこの子によって 

 ますます強い信仰と豊かな愛をいだくことになるでしょう 

 やがて二人は自分たちに与えられた特別の神の思召しをさとるでしょう 

 神からおくられたこの子を育てることによって 

 柔和でおだやかなこの尊い授かりものこそ 

 天から授かった特別な子どもなのです 

 

＊この詩は、Ａさんがネットで発見したものです。本当は、すべての子ど 

もは、このように最も適切な両親を、神様が選んで託した存在です。今日は 

「母の日」。子どもは母親を見て育つ。母さん！ガンバレ!!その聖務を完うせよ！ 

 

 

      宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

A コース：ヨハネ４章～７章  B コース：列王記下６章～２５章 


